


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     






















          
  
     
      
     







       
               
 
   








           
  
   
       
     











   
  
     
 
 
       
  






























































































































































































































































   
   
     











































































































































































































































































































































































































































































    













































































































































   
     
     































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
 
  
   
  
  
で
は
、
き
わ
め
て
危
険
な
運
転
へ
の
同
意
が
問
題
と
さ
れ
た
。
事
案
は
、
被
告
人
お
よ
び
被
害
者
を
含
む
四
名
が
、
二
台
の
自
動
車
に
二
名
ず
つ
乗
り
込
み
、
公
道
に
お
い
て
加
速
テ
ス
ト
と
称
す
る
自
動
車
競
争
を
行
っ
た
。
被
害
者
は
危
険
な
運
転
を
認
識
し
な
が
ら
、
撮
影
係
と
し
て
同
乗
し
た
。
両
自
動
車
は
時
速
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
速
度
で
走
行
し
（
最
高
速
度
制
限
は
時
速
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
前
方
を
走
行
し
て
い
た
自
動
車
を
追
い
抜
く
際
に
、
被
害
者
の
同
乗
す
る
自
動
車
が
横
滑
り
し
て
交
通
標
識
に
激
突
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 194）480〔２０１１．７〕
し
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
こ
の
判
例
を
取
り
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
鈴
木
彰
雄
「
自
動
車
競
走
に
よ
る
死
亡
事
故
に
つ
い
て
過
失
致
死
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
名
城
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
一
三
号
（
平
成
二
一
年
）
一
四
七
頁
以
下
、
山
本
・
前
掲
論
文
一
〇
一
頁
以
下
が
あ
る
。
（
　
）　
佐
久
間
「
実
験
的
治
療
と
被
害
者
の
同
意
」
現
代
刑
事
法
二
巻
一
号
（
平
成
一
二
年
）
九
七
頁
以
下
。
医
療
行
為
に
お
け
る
正
当
化
の
問
題
１２１に
つ
い
て
、
同
・
最
先
端
法
領
域
の
刑
事
規
制
（
平
成
一
五
年
）
一
〇
二
頁
以
下
、
小
林
公
夫
・
治
療
行
為
の
正
当
化
原
理
（
平
成
一
九
年
）、
田
坂
・
前
掲
論
文
二
六
三
頁
以
下
な
ど
参
照
。
過失犯における危険の引受けの意義（二・完）
（阪大法学）６１（２ - 195）481〔２０１１．７〕
